
小児慢性特定疾病児童等の医療機関受入状況調査
（東京都小児慢性特定疾病児童等移行期医療支援体制整備事業）

○令和３年度に都内病院に対し、移行期児童等の受入状況調査を実施。小児診療科が移行期児童等の転科先候補となる成人診療科を検索するためのデータベースを

構築し都内病院等に共有している

○前回調査から３年が経過したことに伴い、情報の更新のため調査を実施する。また、医療的ケアを要する患児が増え多くが成人に達するようになったことに伴い医療的ケア

児・者の受入状況を把握しデータベースに反映するための調査を実施する

【対象医療機関】

・ 都内病院（精神科単科等を除く） 622か所

・ 在宅診療所    2,344か所

※ 在宅診療所は、令和６年度調査で新たに対象とした

【調査期間】

令和７年１月から３月（電子フォームによる回答）

【調査結果】

データベースに反映の上、広く都民に公開予定

【調査項目】

・ 転科調整の窓口連絡先

・ 一般公開の同意の有無

・ 疾患分類別の移行期患者の外来・入院の受入の可否（病院対象）

・ 医療的ケア児・者の状況別の外来・入院の受入の可否（別紙調査票のとおり）

※ 医療的ケア児・者の受入の可否は、令和６年度調査で初めて実施

概 要

令和６年度調査内容

医療機関名

医療機関名

住所 電話番号

（参考）現行データベース

・ 現在、都内病院等に提供しているデータベース

・ 令和6年度調査結果を踏まえ改修予定

資料３－②



小児慢性特定疾病等の医療機関受入状況調査【調査票より抜粋】
（東京都小児慢性特定疾病児童等移行期医療支援体制整備事業）

資料３－②（別紙）
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